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　　　　　　Paper　Cllroma七〇graphy　lこよる人関節液Amino酸の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢大学医学部整形外科教室（主任　高瀬武平教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志　　　羽　　　　孝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　，　（昭和34年1月27日受付）

　　　　　　　　　　　　　　　（本研究の要旨は昭和33年4月第31回日本整形外科学会総会にて発表）

　　　　　　　　　　　　　　　　studies　on　the　Amino　Acids　in　the　Joint　Fluid　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Man　by　the　Aid　of　I）aper　Chromatography

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TAKAsHI　SHIBA

　　　　　　　　　　　　　　　エ）卿α舩8ηfげOrf乃・圃εごs，8伽ど（ゾ皿θd痂θ，　Kα轍α瓢σ癬θrs吻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Pirε伽r：Pr｛ゾ；Pr．　B・Tα為αs8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT

　　In　this　study，　the　knee－joint且uids　obtained　from　healthy　knee－joint，　arthrosis　deformans，

knee－distorsion，　knee－ganglion，　gonitis　serosa，　gonitis　rheumatica，　and　knee－hemarthrosis　were

investigated．

Experiment：
　　The　studies　were　carried　out　through　the　following　procedures．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Specime11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Joint　且uid）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋1％CH3COOH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi1†rate　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mucin

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一十80％Ethanol

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　Filtrate　　　　　　　Albumin
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Glob111in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Acid　hydrolysis　　Acid　hydrolysis

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　Amino　acids　　，Amino　acids　　　　　Amillo　acids

　　　　　　　　　　　　　　　　　Paper　　　　　　　　　　Paper　　　　　　　　　　Paper

　　　　　　　　　　　　　　　　　chτomatogfaphy　　　chromatography　　　chromatography

　　At　the　f…nal　step　of　each　procedure，　paper　chromatography　was　used　to　identify　the　arnino

acids．

Result：

　　Any　remarkable　dif〔erence　was　not　found　among　the　amino　acid　compositions　of　knee　joint

且uid　obtained　frotn　the　above－mentioned　sublects　except　in　the　case　of　knee　joint　hemar－

throsis．

　　The　results　of　chromatographic　analysis　are　as　f◎llows：

1）From　mucin　fraction
　　lysine，　glutamic　acid，　aspartic　acid，91ycine，　alanine，　valine，　Ieucine，　phenylalanine，　serine

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【92】
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、

　and　methionine　were　found．

2）From　albumin－globulin　fraction

　arginine，　lysine，　glutamic　acid，　aspartic　acid，　glycine，　alanine，　valine，　leucine，　proline，　pheny－

　Ialanine，　serine，　threonine，　cystine　and　tyrosine　were　foun（L

3）From　free　amino　acid　fraction

　glutamic　acid，　glycine，　alanine，　valine，　phellylalanille，　and　tyrosine　were　found．　But　tyrosine

　was　not　found　in　the　joint伽ids　of　gonitis　rheumatica．

fn㌔止e　lie血arthrosis　s亘bjecfs，　th6士6sults　of　chromatographic　analysis　are　as　follows：

一1）From　mucin　fraction

　lycine，　glutamic　acid，　aspartic　acid，　glycille，　alanine，　valine，　leucine，　phenylalanille，　serine

　and　Inethionine　were　found．

2）From　albumin－globulin　fraction
　arginine，　histidine，　Iysine，　glutamic　acid，　aspartic　acid　glycine，　alanine，　valine，　leucine，　Proline・

　phenylalanine，　serine，　threolline，　cystine　alld　tyrosine　were　found．

3）：From　free　arnino　acid　fraction

　arginine，1ysine，　glutamic　acid，　glycine，　alanine，　valine，　leucine，　phellylalanine，　threonine，

　cystine　and　tyrosine　were　found．

1．緒

　蛋白を構成する物質群中のamino酸の中には生物

の生存に必須のものがいくつか知られており，この物

質群．の研究は生物化学上重要な一部門となっている．

多種多様なami皿o酸をその構成要素とする入体各部

分の組織，或いは分泌物，漏滲出液から個々のamino

酸を分離し，同定することは，従来の化学的方法では

極めて困難視された問題であった．

　Friedrich　Goppels6eder（1889）が所謂毛管分析法

（Capillaranalyse）と命名された分析法を発表したの

が今日のChromatographyへの第一歩とされている．

この方法は開放容器中で，温度湿度を一定として，細

長な濾紙の一端を二又はアルコール溶液中に浸す時，

溶剤は一画面高さまで上昇する．今この中に或る種の

有色物質を溶解せしめると，溶質は一定の高さで停止

沈着し，溶剤は更に上昇する．この毛管分析法から出

発して，幾多の改変が加えられた．Michel　Twett（19

06）は粗製葉緑素を石油エーテルに溶解し，沈降炭酸

カルシウムの充填塔に流下せしめて吸着層に緑及び黄

のChromatogramを生成し，かくして純葉緑素を分

離した．即ちクロマトグラフ吸着分析法（Chromato－

graphic　absorption　analysis）である．

　その後Adams　Holmes（1935）はイオン交換クロ

マトグラフィ法（Ion　Exchange　Chromatography）を

発表応用した．

　ig41年に至り，　Martin　Synge両氏は分配クロマト

グラフィ法（partition　Chromatography）を発表し，

言

以来この方法は頓に普及し，且つ目ざましい進歩をと

げ，既に数百種にわたる広範囲の物質分離に応用され

た．従来のクロマトグラフィが主として溶液から溶質

の活性固体への吸着を利用したのに対し，本法は一の

液相を不活性固体に保持させ，この液へそれと任意に

混合しない他の液相を流して，二液相の間に溶質を置

き，分配率の差を利用して物質を分離しようとするも

のである．

　以上の原理を応用して，シリカゲル又は澱粉等を充

填した充填塔を利用するColum　partition　Chromato・

graphyと，充填塔の代りに質の一定した濾紙を使用

し，これに固定相とする液体を保持させ，移動相の液

体を流し，両液相により濾紙上で試料の分配を行って

ChrOmatogfamを作成する方法とが考案せられた．後

者は即ちPaper　Partition　Chromatographyと称せら

れ，現今一般に単にPaper　Chromatographyと呼称

せられている．

　Consden　Gordon＆Maftin（1944）は始め試料を塗

布した濾紙に溶剤を流下させる方法を採用したが，爾

来その装置並びに操作法に幾多の工夫改善が加えられ

た．即ち一組の展開溶剤で試料を一つの方向にのみ展

開して，一列のChromatogramを作る一次元法，一

組の溶剤で一方向に展開．して得たChromatogramを，

他の一組の溶剤で前と直角の方向に展開し，広い濾紙

上に散在したChfomatogramを作る二次元法と分け

られ，更にこれら各方法にはそれぞれ上昇式及び下降
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式の二術式が区別されている．

　私は上記の上昇式二次元展開法を応用したPaper

Chromatographyにより，人間の正常関節液及び非感

染性病的関節液を前処置によって，mucin，　albumin一

globulin及び遊離alnino酸の三分画に分離し・その

各々より個々のamino酸の分析定性を実施し，新し

い知見を得たので弦に報告する，

皿．実験材料並びに実験方法

A　実験材料

　正常膝関節液3例，変形性膝関節症関節液2例，捻

挫膝関節液13例，膝関節部粘液二種内容液2例，膝関

節血腫関節液2例，漿液性膝関節炎関節液10例，膝関

節ロイマチス関節液10例の合計42例の関節液を無菌的

に穿刺し，穿刺液をそのまま試料とした．

B　実験方法

　1）1％酷酸によるmucinの析出（表1参照）

　入関節液をビーカーに取り硝子棒にて概拝しつつ1

％酷酸を添加して行くと白色凝固物を生ずるが，その

白色凝固物が生じ切るまで1％酷酸を添加する。それ

を濾紙にて濾別し採取した白色凝固物を1％酷酸で洗

條し，得たものをmucinとした．このものに対し10

倍量の6N　HCIを加え，これを図1の如き塩酸加水

分解器の中へ入れ，Asbestの上，直火において（約

110。C）24時間加水分解して得たものを，次いで図2

の如き真空蒸溜器にかけ減圧下60。Cにおいて蒸発乾

固し，残渣に蒸溜水約10ccを加えて再び真空蒸溜器

にて蒸発乾固させ，この操作を数回繰り返して水と塩

酸を除き，それ以上AgNO3溶液によってC1’イオ

ンが検出されなくなるまで行った．かくして得た乾二

物を少量の蒸溜水で溶解しこれを濾別して得た濾液を

pH中性附近に修正して試料とした．又Biuret反応

を行いその陰性なるをもって，ペプチッド以上の蛋白

は存在しなく，完全に加水分解の行われた事を判定し

た，

　2）坦ucinを採取した残りの濾液に対し10倍量の

80％alcoho1を加え，蛋白質を完全に凝固沈澱させ

た．ここに沈澱する蛋白質は殆んどalbumin－globulin

より成るものと考えられる．これを濾紙にて濾過採取

し80％alcoholにて充分洗溝し以下塩酸加水分解，

蒸溜の操作は，mucinの場合と同様にしてalbumin－

910bulinの試料を得た．

　3）遊離Amino酸の試料採取

　関節液から　mucin　と　albulin－910buli11を除いた

濾液を図2の真空蒸溜器にかけ100。C以下において・

減圧して濃縮したものを試料とする．

　以上三つの試料を得る大系を表示したものが表1で

ある．

　4）Paper　Chromatography法

　濾紙は東洋濾紙：No．50（40cm×40cm）を用いた．

図3の如く濾紙の中央に30cm2にあらかじめ線を引

き，その一頂点を原点とし，そこへ直径5mm以内

に，試料を毛細管ピペットでとり，約0．001ccを附

着乾固する．

　次いで一次元展開剤としてn－Butanol：Acetic

Acid：Watef（4：1：5）を分液漏斗内で振とう混

合した後，静置し，二二層に分れた後拳の上清を用

い，前記の線上まで展開し，次に濾紙を90度回転，二

次元の展開剤として，市販のものを再蒸溜精製した

Pheno1：0，1％アンモニや溶液（溶量比85：15）を用

い更に前記線上まで展開する．この展開操作は図4の

如き密閉せる硝子製の器具の中にて，室温において展

開する．展開終了後充分乾した後，0．2％Ninhydrin

butano1溶液を均等に噴霧し80。C～90。Cの温度に5

分間加熱を行い発色せしめた．

　発色したamino酸は既知Rf値及びその色調によ

り定性した．反応の強度は発色の程度とCircleの大

さより大約の判定を行い，最強度陽性（柵），強度陽

性（柵），中等度陽性（十十），丁度陽性（十），陰性（一）

の5種を区別した．

皿．実　験成　績

　前記実験方法により，表2の如く，正常膝関節液3

例，変形性膝関節症関節液2例，（内遊離amino酸の

みのもの1例），膝関節捻挫関節液13例（内遊離amino

酸のみのもの10例），膝関節部粘液嚢腫内容液2例，

膝関節血腫関節液2例，漿液性関節炎関節液10例（内

遊離amino酸のみのもの8例），膝関節ロイマチス
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関節液：10例（内遊離amino酸のみのもの5例）計42

例の関節液のamino酸をPaper　Chromatography　lこ

より分析定性した．

　1）正常膝関節液

　（1）34歳　男子　左正常膝関節液

　本門は右脛骨の皮下脛骨斜骨折あり，その整復の

為，腰椎麻酔施行の折，患者の承諾を得て正常側の左

膝関節を穿刺し試料を得た．患者は過去に膝関節の

疹痛腫脹及び至疾病に罹った既往症は持たない．又

採取時病的所見を証明しない．この関節液からは，

albumin・globulin分画より図5の如く14種類のamino

酸，即ちGlutamin酸において最も陽性度高く，次い

でLysine　Alanineが高い，　Aspaてagin酸Glydne

Valine　Leucine　Phenylalanine　Ser海eは中等度陽性

を示しArginine　Proline　Threonine　Cystine　Tyrosine

が弱度陽性に出現これ等を分離定性した．

　mucin分画よりは図6の如く10種類のAmino酸，

即ち『Glutamin酸を強度陽性にAlanineを中等度陽

性にLycine　Asparagin酸Glyci皿e　Valine　Leucine

Phenylalanine　Serine　Methionineを弱度陽性にそれ

ぞれ分離定性した．

　遊離Amino酸分画より5種類のAm三no酸即ち，

Alanine　Valine　Phenylalanine　を中等度陽性に，

Glatamin酸Tyrosineは弱勢陽性にそれぞれ図7の

如く分離定性した．

　（2）21歳　男子　右正常膝関節液

　本例も左脛骨皮下斜骨折あり整復の為，腰椎麻酔施

行の折，患者の承諾を得て正常側膝関節を穿刺し試料

を得た．患者は過去に膝関節の湖畔，腫脹，及び疾病

に罹患した既往症はない．albumin－910bulin分画よ

りは図8の如く13種類のAmi豆。酸，即ちGlutamin

酸が最強度陽性に次いでLycine　Alani皿e力弐強く陽性

に，Phenylalanine　Leucine　Valine　Glycine　Serine

Asparagin　酸が中等度陽性に，　Arginine　Tyrosine

Threonine　Cystineが弱度陽性に．とそれぞれ分離定性

した．

　mucin分画よりは図9の如く10種類即ち，　Glutmin

酸が強度陽t生にAlanine一が中等四脚’性に，　Pheny・

1alanine　Leucille　Methionine　Valine　Lycine　Glycine

Serine　Aspafagin酸は弱度陽性に夫々分離定性した．

　遊離Amino酸分画よりは図10の如く5種類の

Amino酸即ち，　Phenylalanine　Valine　Alanineを中

等度陽性にTyrcsine　G｝utamin酸を弱度陽性に夫4

分半定性した．

　（3）30歳　女子　左正常膝関節液

　左腰部に手拳大の腫瘍ありこの摘出術の為腰椎麻酔

施行の折，患者の承諾を得て，左膝関節を穿刺して試

料を得た．患者は過去に膝関節の疾病に罹患した事は

ない．albumia－globulin分画よりは図11の如く14種

類のAmino酸即ち，　Glutamin酸が：最強度に出現し

次いでLysineとAlanineが強く現われ，　Pheny・

1alan董ne　Leucine　Valine　Glycine　Serユne　Asparagia

酸中等度陽性に，Proline　Argini皿e　Tyrosine　Threo－

nine　Cystineは二度陽性に夫々分離定性した．

　mucin分画よりは図12の如く12種類のAmino酸

即ちGlutamin酸を強度陽性にPhenylalanine　Ala－

nine　Serineを中等陽性に，：Leucine　Vali：1e　Lysine

Tyrosine　Threonille　Glyciue　Asparagin酸Cystine

を丁度陽性に夫々分離定性した．

　遊i離Amino酸分画よりは図13の如く5種類の

Amino酸即ち，　ValineとAlanineを中等度陽性に

Phenylalanine　Glycine　Glutamin酸を丁度陽性に夫

々分離定性した．

　以上の正常膝関節液3例のAmino酸の出現強度は

二二とも略ヒ同様であった．即ち表3に示す如く，

albumin－910bulin分画よりは，各例に共通に最強度

陽性はGlutamin酸であり，強度陽性はLysine　Ala・

nine　中等度陽性は　Asparagiu酸Glycine　Valine

Leucine　Phenylalanille　Se「ine二度陽性は，　Argilline

Threonine　Tyrosineであった，　Prolineは2例に弱

度陽性に，1例には証明出来ない，H：istidine　Methio・

nineは3例ともに認められない．今この出現の程度

を平均して示したのが表3のalbumin－globulin分画

の部の如くである．

　同様に3例の平均においてmUcin分画よりは，第

1第2例共に平行せる成績を示し，第3例のみ一部異

った成績を得た．即ちLysine　Glutamin酸Asparagin

酸Glycine　Alanine　Valine　Proline　Leucineはすべ

て同様の成績であり，第1，2例はPhenylalanine

Serineは弱陽性であるが，第3例は中等度陽であり，

Threonine　Cystineは第1，2例は陰性であるが，第

3例は弱陽性，Methionineは第1，2例陽性第3例

陰性，Tyrosineは第1，2例陰性にかかわらず，第

3例陽性であった，以上の出現強度を表示すはれば同

じ表3のmucin分画の部の如くなる．

　遊離Amino酸分画よりはGlycine　Phenylalanine

Tyrosineにおいて：不：一致であるが，他はすべて同一

成績を得た．即ちAlanまne　Vali旦eは中等度陽性に，
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Phenylalanineは2例に中等度陽性1例に弱陽性であ

り，Glutamin酸はいずれにも弱度陽性，　Glycineは

2例に陰腔1例に弱陽臨Tyr・sineは2例に弱陽性

1例に陰性であった．この間の事情は表3の遊離

Amino酸の部に示す如くなる．

　∬）変形性膝関節症関節液

　（1）54歳　男子　右変形一膝関節症関節液

　約3ケ月前に1尺位の凹みに落ち込んだがその折は

大した疹痛はなかったが最近疹痛を覚える．他覚的症

状として右膝関節腫脹あり膝蓋骨跳動を認め圧痛を認

める．レントゲン像では変形性関節症の像を示し，関

節雪堤を認める．

　本症例の関節液ではalbumin－globulin分画よりは

図14の如く14種類のAmino酸即ち，　Glutamin酸が

最強度に，Alanine　Lysineが強度に，　Phenylalanine

Leucine　Valin　Glycine　Serine　Asparagin酸が中等

度に，Proline　Arginine　Tyrosine　Threonine　Cystine

を弱陽性に夫々分離定性した．

　mucin分画よりは図15の如く10種類のAmino酸即

ちGlutamin酸が強度に次いでAlanineが中等度に

Phenylalanine　Leucine　Valine　Methionine■ysille

Glycine　Serine　Asparagin酸カゴ弱陽性に夫々分離定

性した．

　遊離Amino酸分画より図16の如く5種類のAmino

i駿即ちValine　Alanineを中等度陽性にPheπylalanine

Glycine　Glutamin酸を弱陽性に夫々分離定性した．

　②　56歳　女子　右変形性膝関節症関節液

　約1年前より本症に罹患し通院加療中であり，膝関

節は変形腫脹，圧痛あり膝蓋骨跳動は著明である．膝

関節の屈伸運動も障碍されている，レストゲン像は不

規則な化骨形成を著明に認める．

　本症例の関節液からは遊離Amino酸のみを検した

が，図17の如く5種類のAmino酸即ちAlanine
Glutamin酸を中等度1陽性に，　Phenylalanine　Valine

Glycineを弱陽性に分離定性した．

　以上変形性膝関節症関節液のAmino酸につき前述

の如く出現強度を4段階に区分すれば，表4の如く

albumiローglobuli塾分画よりは，　Glutamin酸が最強度

陽性に，次いで強度陽性にLysineとAlan圭neが現

われ，中等度陽性にGlycine　Asparagin酸Valine

Leucine　Phenylalanine　Sefineが現われ，弱陽陸に

Afginine　Pfoliロe　Thfeonine　Cystine　Tyrosineが現

われHistidine　Methionineは言忍められない．

　mucin　分画よりは　Glutamin　酸は強度陽性に，

Alanineは中等度陽性に，　Lycine　Glycine　Valine

Leucine　Serine　Phenylalanine　Asparagin酸Methi・

onineは弱陽性を示した．

　遊離Amino酸分画よりは2例の平均において，

Alanineを中等度陽性に認めGlutamin酸とValine

は1例は中等度陽性1例は弱陽性に認め不致である

が，Glycine及びPhenylalanineは2例共に弱陽性

の値を示した．他のAmino酸は認められなかった．

この間の事情は表4の示す如くである．

　皿）膝関節捻挫

　（1）23歳　男子　左膝関節捻挫関節液

　3日前にスキー中に転倒してより左膝関節の腫脹，

圧痛，膝蓋骨跳動あり，本疾病の関節液のalbumin－

globulin分画よりは図18の如く14種類のAmino酸即

ちGlutamin酸が最強度に次いでLysine　Alanineが

強く現われ，Phenylalanine　Valine　Glycine　Sefine

Asparagin酸が中等度陽性に，　Leucine　Proline　Afgi・

nine　Tyrosine　Threonine　Cystineを弱陽性に夫々分

離定性した．

　mucin分画よりは図19の如く10種類のAmino酸即

ちGlutamin酸は強く陽性に次いでAlanineが中等

度陽性に，Phenylalanine　Leucine　Valine　Glycine

Serine　Asparagin酸Methionine　Lysineは弱陽性に

夫々分離定性した．

　遊離Amino酸分画よりは図20の如く5種類の

Amino酸即ちValine　Alanineが中等度陽性に次い

でPhenylalanine　Glycine　Glutamin酸が弱陽性に夫

々出現し分離定性した．

　（2）25歳　男子　左膝関節捻挫関節液

　スキー中に転倒，左膝関節を強度に捻転して受傷．

左膝関節運動障碍あり，腫脹疾呼圧痛を認め，約10日

間腫脹さらず．

　本疾病の関節液のalbumin－globulin分画よ．り図2i

の如く14種類のAminQ酸即ちGlutamin酸は最も強

く，Alanine　Lysineは強度陽性に，　Phenylalanine

Valine　Leudine　Glycine　Serine　Asparagin酸は中等

度陽性に，Proline　Arginine　Tyrosine　Cystine　Threo・

nineは弱陽性にそれぞれ出現した．

　mucin分画よりは図の22の如く10種類のAmino酸

即ちGlutamin酸が強度陽性に次いでAlanineが中

等度：陽・性に，　Phenylalanine　Leucine　Methionine

：Lysine　Valine　Glycine　Serine　Asparagin酸は弱陽

性に夫4出現し，遊離Amino酸分画より図23の如く

5種類のAmino酸即ちValineとAlanineが申等
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度陽性に，Glycine　Phenylalanine　Glutamin酸が高

度陽性に出現しそれぞれ分離定性した．

　（3）20歳　男子　左膝関節捻挫関節液

　2日前ラグビー試合中に相手と衝突し，左膝を捻挫

受傷した．膝関節は腫脹し，局所熱感あり膝関節内側

に圧通強し，膝蓋骨跳動は著明であり，膝関節の運動

制限を認める．レントゲン所見では膝関節聞隙は広ま

っているが骨には異常がない．

　この関節液のalbumin－globulin分画より図24の如

く14種類のAmino酸即ちGlutamin酸とLysineが

強度陽性に次いでPhenylalanine　Leucine　Valine

Alanine　Glycine　Serineが中等度陽性に出現し，

Proline　Arginin　Tyrosine　Threolline　Asparagin酸

Cystineが弱陽性に出現し定性した．

　mucin・分画より図25の如く10種類のAmino酸即ち

Glutamin酸が中等度陽性に次いでPhenylalanine

Leucine　Methionine　Lysine　Valine　Alanine　Glycine

Serine　Asparagin酸が弱陽性に出現定性した．

　遊離　Amino酸分画よりは図26の如く5種類の

Amino酸即ちPhenylalanille　Valine　Alanine　Glycine

Glutamin酸がすべて二度陽性に現われ定性した．

　同じ患者が5ケ月後，再びラグビー試合中に同じ左

膝関節を捻挫，同様の症状を来した折の関節液より

は，遊離Amino酸分画のみを検するに図27の如く5

種類のAtnino酸即ちGlutamin酸を中等度陽性に，

他のPhenylalanine　Valine　Alanine　Glycineは山陽

’1生に出現七並生した．

　（4）75歳　女子　左膝関節挫傷関節液

　受診前日つまついて道路上で転倒した折，左膝関節

を打撲受傷した．膝関節は著明に腫脹しことに膝蓋骨

上部の粘液嚢が腫脹している．膝蓋骨跳動は著明で膝

関節運動は強く制限されている．この関節液からの遊

離Amino酸分画より図28の如く5種類のAmino酸

即ち，Alanilleが中等度陽性にPhenylalanine　Valine

Glycine　Glutamin酸が三度陽性に定性出来た．

　（5）20歳　男子　左四関節捻挫関節液

　2日前にスキーにて転倒捻挫した．右膝関節腫脹，

大腿骨内蘇部圧痛あり，膝蓋骨跳動を認める．この関

節液よりの遊離Amion酸分画から図29の如く5種類

のAmino酸即ち，　Phenylalanine　Valine　Alanine

Glycine　Glutamin酸を一様に弱陽性として認めた．

　（6）32歳　男子　左膝関節捻挫関節液

　2日前にスキーにて左門を捻挫負傷．左膝関節運動

障碍は伸長160度，屈曲130度であり，膝関節腫脹膝i

蓋骨跳動を認める．この関節液からの遊離Amino酸

分画よりは，図30の如く5種類の　Amino酸即ち

Glutamin酸が中等度陽性にPhenylalanine　Valine

Alanine　Glycineが弱度陽性に出現定性した．

　（7）29歳　男子　右膝関節捻挫関節液

　6日前に野球のスベリ込みを行った折，右膝を捻挫

受傷，自宅にて冷あん法を行ったが軽快せず，右膝関

節は腫脹，大腿骨内際に圧痛膝蓋骨跳動を認める．こ

の関節液からの遊離Amino酸分画よりは図31の如く

5種i類のAmi皿o　i駿即ちAlanille　Glutamin酸は中等

度陽性に，Phenylalanine　Valille　Glycineは弱陽性

にその出現定性を見た．

　（8）30歳　男子　左膝関節捻挫関節液

　2日前スキー中転倒，右膝を捻挫受傷す．右膝関節

運動は著明に障碍され膝関節腫脹強く膝蓋骨跳動を認

め二丁あり，この関節液よりの遊離Amino酸分画と

して図32の如く5種類のAmino酸即ちGlutamin酸

が中等度陽性に，　Valine　Phenylalanine　Alanine

Glycineが弱陽性に夫々出現定性した．

　（9）20歳　男子　左膝関節捻挫関節液

　野球中転倒左膝を捻挫，左膝関節腫脹素心著しい．

この関節液からの遊離Amino酸分画より図33の如く

5種類のAmino酸即ちPhenylalanine　Valine

Alanine　Glycine　Glutamin酸をすべて弱陽性に認め

た．

　⑩　26歳　男子　左膝関節捻挫挫傷関節液

　受診前日コンクリート道路上で転倒膝を捻挫打撲し

た．膝関節腫脹三二を認める．この関節液の遊離

Amino酸分画からは図34の如く5種類のAmino酸

即ちPhenylalanine　Valine　Alanine　Glycine　Gluta・

min酸をすべて二度陽性に認めた．

　α0　17歳　女子　左膝関節挫傷関節液

　左回を転倒して突いた．腫脹疹痛を認めるが，膝関

節運動障碍は軽度である．この関節液の遊離Amino

酸分画よりは図35の如く5種類の　Amino酸即ち

AlanineとGlutamin酸は中等度陽性に次いで

Phenylalanine　Valine　Glycineを弱陽性に夫々分離

定性した．

　②　29歳　男子　右膝関節挫傷関節液

　受診前日椅子の角にて右膝関節を打撲した．膝関節

腫脹痙痛大腿骨内応に圧痛を認めるが膝関節運動障碍

は少い．この関節液の遊離Amino酸分画より図36の

如く5種類のAmino酸即ち，　Glutamin酸が中等度

陽性に，Phenylalanine　Valine　Alanine　Glycineが弱
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陽性に現われ夫々分離定性した．

　以上膝関節捻挫の関節液のAmino酸について前述

の如く出現強度を4段階に区分し検討するに，albu－

min－globulin分画よりの3例のAmino酸の出現強

度は各例とも略ヒ同様であった．

　即ち式例に共通に強度陽性はLysineであり，中等

度陽性はGlycine　Valine　Leucine　Phenylalanine

Serille弱陽性はArginine　Threonine　Cystine　Tyro－

sineであった．　Glutamin酸は2例に最：強度陽性に1

例に強度陽性に，ASparagin酸は2例に中等度陽性

に，1例に弱度陽性に，Alanineは2例に強度陽性に

1例に中等度陽性に証明でき，Histidine　Methionine

は3例ともに認められない．今この程度を平均して示

したものが表5の　albumin－globuHn分画の部であ

る．

　mucin分画よりの3例のAmino酸の虫高強度は

各論とも略ヒ同様であった．即ち高点に共通に二度陽

性にLysine　Asparagin酸Glycine　Valine　Leucine

Phenylalanine　Sefine　Methionineを認め，　Glutamin

酸は2例に強陽性に1例に中等度陽性を示しAlanine

は2例に中等度陽性を1例に弱陽性を示した．Argi・

nine　Histidine　Proline　Cystine　Tyrosineは何れか

らも証明出来なかった．今この程度を平均して示した

ものが表5のmucin分画の部である．

　遊離Amino酸分画よりの13例のAmino酸の出現

強度は各例話略ぐ同様であった．即ちGlycine　Pheny・

1alanineはすべてに弱湯性に出現しGlutamin酸は

6例が中等度陽性に7例が弱陽性に出現した．Alanine

は5例が中等度陽性に，8例が二度陽性に出現し，

Valineは2例に中等度陽性に，11例に弱陽性に出現

を見た．今この程度を平均して示したものが表5の遊

離Amino酸分画の部である．

　IV）膝関節部粘液嚢腫内容液

　（1）20歳　男子　左膝関節部粘液嚢腫内容液

　2ケ月前より，特に原因なく除々に左膝iの腫脹が著

明となった．左膝関節運動は正常である．膝蓋骨の外

側上方に栂指頭大の腫瘤をふける．圧すると軽き疹痛

を訴える．この嚢腫内容液からのalbumin－globulin

分画よりは図37の如く14種類のAmino酸即ちGluta・

min酸が最強度陽性に次いでLisineが強くPheny・

1alanine　Lellcine　Valille　Alanine　Glycine　Serine

Asparagin酸が中等度陽性に，　ProliIle　Arginine

Tyrosine　Threonine　Cystineが弱陽性に夫々分離定

性した．

　muc圭n分画よりは図38の如く10種類のAmino酸即

ち，Glutamin酸が強く次いでAlanineが中等度陽性

に，Phenylalanine　Leucine　Methionine　Valine　Ly－

sine　Serine　Glycine　Asparagin酸が弱陽性に夫々分

離定性した．

　遊離Amino酸分画より図39の如く5種類のAmino

酸即ち，Valine　と　G1叫amin酸が中等度陽性に，

Phenylalanine　Alanine　Glycineが弱陽性に夫々分離

定性した．

　②　59歳　女子　左膝関節部粘液嚢腫

　約10ケ月前より特に原因なく膝蓋骨前上部が腫脹し

て来た．最近少しく痛みを覚えるようになって来た．

ことに急に運動する際疾痛が強い．膝蓋骨跳動は認め

ない．　　　　　　　”

　この嚢腫内容液のalbumin－globulin分画として，

図40の如く14種類のAmino酸即ち，　Glutamin酸が

最強度に次いで：Lysineが強く陽性に，次いでPheny・

1alanine　Leucine　Valine　Alanine　Threonine　Gly・

cine　Serine　Asparagin酸力玉中等度：陽性に，　Pfoline

Arginine　Tyrosine　Cystineは弱陽性に出現分離定性

した．mucin分画よりは図41の如く10種類のAmino

酸即ちGlutamin酸が中等度陽性に他のPhenylala・

nine　Le⑳ine　Methiolline　Valine　Lysine　Alanine

Glycine　Serine　Asparagin酸が弱陽性に夫々出現定

性した．

　遊離Amino酸分画よりは5種類のAmino酸即ち，

Valine　Alanineは中等度陽性にPhenylalanine

Glycine　Glutamin酸は弱陽性に夫々分離定性した．

　膝関節部粘液嚢腫の内容液のAmino酸の出現強度

は2例とも略ζ同様であった．

　そのalbumin－910bulin分画よりは，　Glutamin酸

が最強度陽性を2例共に示し，強度陽性にLycine，中

　　　　　　　　　　　　　　る等度陽性にAsparagin酸Glycine　Alanine、Valine

I．eucine　Serine　Phenylalanine，舅弓陽・1生に　Arginine

Prollne　Threonine　Cystine　Tyrosineが2例に認め

られ，Histidine　Methionineは認められなかった．

　今この出現の程度を平均して示せば表6のalbumin－

globulin分画の部である．

　mucin分画よりはGlutamin酸において1例は強度

陽性に1例は中等度陽性に認められ，Alanineは1例

は中等度陽性に1例は弱陽性を示した．弱陽性に各

三共にLysine　Asparagin酸Glycine　Valine　Leucine

Phenylalanine　Serine　Methionineが認められ，

Arginine　Histidine　Proline　Threonine　Cystine
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丁夕rosineは何れからも認められなかった．今この出

現程度を平均して示せば表6のmucin分画の部であ

る．

　遊離Amino酸分画よりはGlutamin酸Alahineに

おいて不一致であるが他はすべて同一成績を得た．

即ちValineは2例共に中等度陽性に，　Glycine　Phe・

nylalanineは2例共に弱陽性，　Glutamin酸Alanine

は1例は弱陽性，1例は中等度陽性を示した．他の

Amino酸の証明は出来なかった．今この出現程度を

平均して示せば表6の遊離Amino酸分画の部の如く

である．

　V）膝関節血腫関節液

　（1）21歳　女子　左膝関節血腫関節液

　受診前日スケートにて転倒，両側膝関節を強く打撲

した．左膝関節腫脹は強く，波動を認める．膝蓋骨跳

動は不明．圧痛は認められる．膝関節運動障碍は著

明，膝蓋骨の内側は青紫色の皮下出血を認める．関節

穿刺により血性の関節液の排出を見る．この関節液を

氷室に10時間静置するに赤血球は下に沈降する．そ

の上清を前期実験方法と同様に処理して，albumi距

glopulin，　mucin，遊離Amino酸各分画に分離，検す

るに，他の関節液と異った成績を得られた．

　albumin－globuli皿分画よりは図43の如く15種類の

Amino酸即ちGlutamin酸を最強度陽性に次いで，

Alanine　Lysineが強く出現し，　Phenylalanine　Leucine

Valine　Glycille　Serine　Asparagin酸が中等度陽性

に，Proline　Arginine　Histidine　Threonine　Cystine

Tyrosineが弱陽性に出現，夫々分離定性した．

　mucin分画よりは図44の如く10種類のAmino酸即

ちGlutamin酸が強陽性に，　Alanilleが中等度陽性

に，Phenylalanine　Leucine　Methionine　Valine：Ly・

sine　Glycine　Serine　Aspafagin酸が弱陽性に’出現夫

々分離定性した．

　遊離Amino酸分画よりは他の疾患のものよりも極

めて多く図45の如く11種類のAmino酸，即ちAlanine

とG111tamini駿が強度陽・性にPhenylalanine　Valille

Leucine　Arginine：Lysine　Tyrosine　Threolline　Gly・

cine　Cystineが弱陽性に出現し分離定性した．

　②　45歳　男子　右膝関節血腫関節液

　受診前日自動車をさけようとして溝に転落して右膝

部を負傷．右膝関節は腫脹し膝蓋骨跳動を認め，膝関

節の運動制限あり，局所熱感はないが膝蓋骨外側に青

紫色の皮下出血を認める．穿刺により血性関節液の排

出を認める．関節液を氷室内に10時間静置するに，赤

血球は沈下し，その上清を前述の如く処置した．

albumin－globulin分画よりは図46の如く15種類の

Amino酸即ちAlanine　Glutamin酸が強度陽性に次

いでPhenylalanine　Leucine　Valinn　Lysine　Glycine

Asparagin酸が中等度：陽性：こ，　Plolille　Arginine

Histidine　Threonine　Tyrosille　Serine　Cys†ineが弱

陽性に出現夫々分離定性した．

　mucin分画よりは図47の如く9種類のAmino酸即

ち　Alanine　Glutamin酸が中等度陽性に，　Pheny・

Ialanine　Leucine　Valine　Lysine　Glycine　Asparagin

酸Sefineが弱陽性に出現し夫々分離定性した．

　遊離Amino酸分画よりは図48の如く他の疾患のも

のよりも多く11種類のAlnino酸即ちGlutamin酸が

強く現われ，Alanineがそれに次ぎ中等度陽性に，

Phellylalanine　Leucine　Valine　Trosine　Lysine

Arginine　Threonine　Glycine　Cystineは弱陽性に出

現夫々分離定性した．

　膝関節血腫関節液のAmino酸の出現度は2例共略

ζ同様であった．そのalbUlnin－910bulin分画より

は，Glutamin酸では1例が最強度陽性に，1例が強

度陽性に，Alanineは2例共に強度陽性に，Lysi皿eは

1例が強度陽性に1例が中等度陽性に認められ，

Asparagin酸Glycine　Valine　Lellcine　Phenylalanine

Serineは2例共に中等度陽性を示し，　Afginine　His・

tidine　Proline　Theonine　Cystineは2例共に弱陽性

を認めた．特にH：istidineは他の疾患の関節液，正常

関節液のいずれの分画中からも証明出来ず，本心の

albumin－globUln　分画の．中からのみ検出出来た．

Methionineは2例共に認あられず，　Tyrosineは1例

に弱陽性に1例は全く認められなかった．今この出現

程度を平均して示せば表7のalbumin－globulin分画

の部の如くになる．

　mucin分画よりはGlutamin酸においてi例は強

度陽性に1例は中等度陽性に認め，Alanineば2例共’

に中等度陽性を示し，Lysine　Asparagin酸Glycine

Valine　Leucine　Serine　Phenyalanineは各々2例共

に弱陽性を示す．Methionineは1例が弱陽性に1例

には認められなかった．その他Proline　Arginine

Histidine　Threonine　Cystine　Tyrosineは何れも認め

られなかった．今この出現程度を平均して示せば，表

7のmucin分画の部の如くなる．

　遊離Amino酸分画よりは他の正常及び疾患の関節

液のそれよりもはるかに多くのAmino酸を認める事

が出来た即ち
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　Glutamin酸は2例共に強度陽性に，　Alanineは1

例に中等度陽性に，1例が強度陽性に出現し，Alginine

Lysine　Glycine　Valine　Leucine　Threonine　Pheny・

1alanine　Cystineが2例共に弱陽性に出現しTyrosine

は1例に弱陽性に認め，1例には認められなかった．

他のH：istidine　Proline　Asparagine酸Serine　Methio・

nine等は何れにも認められなかった．今この出現程

度を平均して示せば，表7の遊離Amino酸の部の如

くである．

　VI）漿液性膝関節炎関節液

　（1）42歳　男子　右漿液性膝関節炎関節液

　1ケ月前より原因と思われる事なくして右膝関節腫

脹を来し晶晶を覚える．右膝関節運動障碍あり伸展

170度屈曲150度，膝蓋骨跳動を認める．内側関節裂

隙部に圧痛あり．

　この関節液のalbumin－glodulin分画よりは図49の

如く14種類のAmino酸即ちGlutamin酸が最：強度に

次いでAlanine　Lysine1が弓曰く陽性に忘し）でLeucine

Phenylalanille　Valine　Glycine　Serine　Asparagin酸

が中等度陽性にProline　Arginine　Trosine　Threonine

Cystineが弱く出現し夫々分離定性した，

　mucin分画よりは図50の如く10種類の．Amino酸即

ちGlutamin酸が強度陽性に，次にAlani豆eが中等

度陽性にPhenylalanine：Leucine　Methionine　Valine

：Lysine　Serine　Glycine　Asparagin酸が弱陽性に出現

し夫々分離定性した．

　遊離Amino酸分画よりは図51の如く6種類の

Amino酸即ちValine　Alanineが中等度陽性，次い

でPhenylalanine　Tyrosine　Glycine　Glutamin酸が

湿度陽性に出現しこれを分離定性した．

　同一患者の28日後の第2回穿刺関節液よりの遊離

Amino酸分画よりは図52の如く6種類のAmino酸即

ちPhenylalanineとAlanineが中等度陽性にValine

Tyrosine　Glycine　Glufamin酸が弱陽性に夫々分離定

性した．

　（2）56歳　女子　右慢性漿液性膝関節炎関節液

　約1年6ケ月前より左膝関節の巨大な腫脹を見る．

ワッセルマン梅毒反応は陽性（什）であり疹痛ははな

はだしい．関節は腫瘤状に腫脹して変形を見る．膝関

節の屈伸運動は強く障碍され，膝蓋骨跳動は著明であ

る．

　この関節液からのaIbumin－globulin分画よりは図

53の如く14種類のAmino酸即ちGlutamin酸が最：強

度陽性に次いで　Lysine　Valine　Glycine　Serine

Asparagin酸が中等度陽性に，　Pfoline　Arginine

Trosine　Threonine　Cystineが弱陽性に夫々出現し分

離定性した．mucin分画よりは図54の如く9種類の

Amin6酸即ちGlutamin酸が強度陽性にAlanineが

中等度陽性に，Phenylalanine：Leucine　Methionine

：Lysine　Glycine　Serine　Asparagin酸が弱陽性に夫々

出現分離定性した．

　遊離Amino酸分画よりは図55の如く5種類の

Amino酸即ちValine　Phenylalanine　Alanine　Gly・

cine　Glutamin酸がすべて弱陽性に出現し，これを定

性した．同一患者の第一回穿刺より21日後の第二回穿

刺関節液の遊離Amino酸分画よりは図56の如く5種

類のAmino酸即ちPhenylalanine　Valine　Alanine

Glycine　Glutamin酸がすべて弱陽性に出現これを定
　　　　　　　　　　　　　　　　～
性した．

　同一患者の第一回穿刺より68日後の第三回穿刺関節

液の遊離Amino酸分画よりは図57の如く6種類の

Amino酸即ちPhellylalanine　Valine　Tyrosine　Ala・

nine　Glycine　Glutamin酸を弱陽性に夫々定性した．

　（3）46歳　女子　左漿液性膝関節炎関節液

　3日前より原因と思われる事なくして左膝関節腫脹

し疹痛局所熱感あり膝蓋骨跳動を認める膝関節動は障

碍されていない．

　この膝関節液の遊離Amino酸分画として図58の如

く5種類のAmino酸即ちAlanineとGlutamin酸
を中等度陽性にPhellylalanille　Valine　Glycineが弱

陽性に夫々分離定性した．

　（4）20歳　男子　右漿液性膝関節炎関節液

　特に原因なく2日前より右膝に素謡と熱感を覚え

た．膝関節特に膝蓋骨上方め粘液嚢に強い腫脹を見ら

れる，圧痛を認め波動及び膝蓋骨跳動を認む．膝関範

運動は強く障碍されている．

　穿刺した関節液の遊離Amino酸分画を検するに図

59の如く5種類のAmino酸即ちAlan三neとGluta－

min酸が中等度陽性にPhenylalanine　Valine　Glycine

は弱陽性に出現し夫々分離定性した．

　（5）29歳男予左慢性漿液性膝関節炎関節液

　iケ月前より特に原因なく左膝関節痛を覚え軽快し

ない．左膝関節運動は伸展は可能であるが，屈曲は80

度に制限され，膝関節腫脹，膝蓋骨跳動を認める．

　この関節液より遊離のAmino酸分画として図60の

如く6種類のAmfno酸即ちPhenylalanine　Valine

Tyrosine　Alaniue　Glycine　Glutamin酸をすべて四度

陽性に夫々出現分離定性した．
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　（6）21歳　男子　右漿液性膝関節炎関節液

　4ケ月前レスリング練習中に右膝捻挫をうけた事が

あるが，その後著変なく過した．3日前より腫脹疾痛

あり膝関節伸展は180度屈曲は135度．関節間隙及び

膝三部に圧痛あり，膝蓋骨跳動を認む．レントゲン所

見は脛骨結節化骨不全が認められる．この関節液の遊

離AminO酸分画として図61の如く5種類のAmino

酸即ちAlanine　Glutamin酸が中二度陽性に，Pheny・

1alanine　Valine　Glycineが弱陽性に夫々出現分離定

性した．

　（7）40歳　女子　左慢性漿液性膝関節三関節液

　1ケ年前より左膝関節痛あり，起立する際左膝関節

の脱力感あり．5年前にも膝関節腫脹し穿刺を受けた

事あり，膝関節運動は強く制限され，160度の位置に

て屈伸共に不能である．膝関節は腫脹し膝蓋骨跳動

を認める．この関節液から遊離Amino酸分画として

図62の如く6種類のAmino酸即ちPhenylalanine
Alanine　Glutamin酸が申等度陽性に，　Valine　Tyro・

sine　Glycineは弱陽性に夫々出現分離定性した，

　慢性漿液性膝関節炎症例の関節液のAmino酸の出

現強度は，全例共略ζ同様であった．そのalbumin－

globulin分画よりは2例の平均を見るに，　Glutamin

酸は2例共に最強度に，Lysine　Alanineは2例共強

度：陽性，Asparagin酸Glycine　Valine　Leucine

Phenylalanine　Seri且eは中等度陽性に，　Arginine・

Proline　Threonine　Cystine　Tyrosineが弱陽性に各

々2例共に認めHistidine　Methionineは共に何れに

も認められなかった．

　今この出現程度を平均して示せば表8のalbumin－

globulin分画の部の如くなる．

　mucin分画よりはGlutamin酸が2例共に強度陽

性に，Alahinelは2例共に中等度陽性にLysineこGly・

cille　Aspafagin酸ILeucine・Phenylalanine　Serine

Methionineεが各々2例共に弱陽性に認められ，　Valine

は1例に弱陽性に，1例には認められずArginine

Histidine　Proline　Thfeonine　Cystine　Tyrosine等は

証明されなかった．今この出現程度を平均して示せば

表8の，mucin分画の部の如くなる．

　遊離Amino酸分画よりは10例の平均において，

Glutamin酸は4例が中等度陽性に6例が弱陽性に，

Glycineは10例共に弱陽性に，・Alanineは6例が中等

度陽性に4例が弱陽性に出現した．Phenylalanineは

4例に中等度陽性に、6例に弱陽性に認めた．・Tyro・

sineは4例に弱陽性に，6例には認められなかった．

今この出現程度を平均して示せば表8の遊離Amino

酸の部の如くである．

　W）膝関節ロイマチス関節液

　（1）30歳　女子　両膝関節ロイマチス関節液

　約2ケ月前より両手関節に疾痛を生じ，そのうち掩

指の運動が不自由となり，1ケ月前より左膝続いて右

下の腫脹疹痛を来した．膝関節は腫脹し，局所熱感あ

り疾痛の為膝関節運動は円滑に行われない．赤血球沈

降速度1時間値35mm　2時間値52mmを示す．

　この関節液のalbumin－globulin分画より図63の如

く，14種類のAmino酸即ちGlutamin酸が最強度に

次いでLysineとAlanineが強度陽性に次い
で’Leucine　Pllenylalanine　Valine　Glycine　Sefine

Asparagin酸が中等度陽性に，　Proline　Tyrosine

Arginine　Threonine　Gystineが弱陽性に分離出現し

．これを定性した．mucin分画よりは図64の如くg種類

のAmino酸即ちGlutamin酸が強陽性にAlanine

が中等度陽性に次いでPhenylalanine　Leucine

Methionine　Lysine　Glycine　Serine　Asparagin酸が

弱陽性に夫々分離出現しこれを定性した．

　遊離Amino酸分画よりは図65の如く5種類の

Amino酸即ちPhenylalanine　Valine　Alanille　Glycine

GlutamiR酸を全部弱陽性に夫々分離定性した．同一

患者の第一回穿刺より39日後の第二回穿刺の関節液よ

りの遊離Amino酸分画として図66の如く4種類の

Amino酸即ちAlanine　Glycineを中等度陽性に次い

でValineとGlutamin酸を弱陽性に夫4分解定性し

た．

　（2）27歳　男子　左膝関節ロイマチス

　2日前特に原因なく左膝関節の疹痛を来した．左膝

関節運動は伸展180度屈曲100度に障碍され，赤血球

沈降速度は1時間値’41mm，2時間値61mmである・

　この関節液のalbumin－globulin分画より図67の如

く14種類のAmino酸即ち．　Glutamin酸が最も強く

陽性に次いでLysineとAlanineが強い．次いで

Leucine　Phenylalanine　Va王ine　Serine　Glycine

Aspafagin酸が中等度陽性に　proline　Argilline

Tyfosine　Thfeonine　Cystineが弱陽性に夫4出現し

分離定性した．mucin分画よりは図68の如く9種類

のAmino酸即ちGlutamin酸が強度陽性に次いで

Alalline　が中等度陽性に，　Phenylalanine　工eucine

Methionine　Lysine　Glycine　Serine　Asparagin酸を

弱陽性に夫々出現分離i定性した．遊離Amino酸分画

よりは図69の如く5種類のAmino酸即ちPheny・
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1alanine　Valine　Alanine　Glycine　Glutamin酸が全

部弱陽性に出現分離定性した．同一患者の第一回穿刺

後16日に第2回目の穿刺をす，その間アミピロ2grを

1日量として服用するも症状は悪化し，赤血球沈降速

度は1時間値101mm，2時間値125mmとなる．こ

の時期の関節液の遊離Amino酸分画よりは図70の如

く5種類のAmino酸即ちAlanine　Glutamin酸は中

等度陽性に，Phenylalanine　Valine　Glycineは弱陽

性に夫々分離定性した．同一患者において更に第二

回穿刺より47日，即ち第一回穿刺よりは63日目に第三

回穿刺を行う，この間Delta　Cortfi15mgを1日量と

して内服後，症状は回復し伸展180度，屈曲80度とな

り，膝関節痛も軽減し膝関節運動も円滑となり，赤血

球沈降速度も1時間値40mm，2時聞値79mmとな

った．第三回目の穿刺関節液の遊離Amino酸分画は

図71の如く4種類のAmino酸即ちGlutamin酸が中

等度陽性にValine　Alanine　Glycineが弱陽性に夫々

分離定性した．

　（3）34歳　女子　右膝関節ロイマチス

　この患者は妊娠前に強い両手関節，両肘関節，両膝

関節のロイマチスがあり，妊娠と同時にこれらの関節

痛は軽減したが未だ幾分かは疹痛を覚えていた．妊娠

7ケ月頃よりその二二が妊娠前の二二に比すれば未だ

軽度ではあるが，漸次増強して来た．妊娠8ケ月にな

り右膝関節は特に腫脹し疹痛あり，局所の熱感はない

が膝蓋骨跳動を認める．赤血球沈降速度は1時間値53

mm，2時間値82mmを示した．この患者の妊娠8ケ月

の際の右膝関節を穿刺し得た関節液からのalbumin－

globulin分画よりは図72の如く14種類のAmino酸

即ちGlutam海酸が最強度陽性に次いでLysineと

Alanineが強く陽性に，次いでPhenylalanine　Leucine

Valine　Glycine　Serine　Asparagin酸が中等度陽性に，

Proline　Argilline　Tyrosine　Cystine　Threonineは弱

陽性に夫々分離定性した．mucin分画よりは図73の如

く9種類のAmino酸即ち，　Glutamin酸が強度陽性

に　Alanineが中等度陽性に次いでPhenylalanine

Leucine　Methionine　Lysine　Glycine　Serine　Aspara・

gin酸が弱陽性に夫々分離出現定性した。遊離Amino

酸分画よりは図74の如く5種類のAmino酸即ち

Phenylalanine　Valine　Alanine　Glycine　Glutamin酸

が全部弱陽性に分離出現し定性した．

　（4）40歳　女子　両膝関節ロイマチス

　約1週間前より原因と思われる事なく両側手関節，

両膝関節の川町特に右膝関節の屈曲伸展時に疹痛はは

なはだしい．右膝関節は腫脹し膝蓋骨跳動を認め，赤

血球沈降速度は1時間値83mm，2時間値101mmを

示した．この関節液のalbumin－910bulin分画よりは

図75の如く14種i類のAmino酸即ちGlutamin酸が最：

強度陽性に次いでLysineとAlanineが強陽性に，

次いで・Leucine　Phenylalani皿e　Valine　Glycine　Serine

Asparagin酸が中等度陽性に次いでPfoline　Arginine

Tyrosine　Threonine　Cystineが弱陽性にと夫々分離

出現定性した．　　　　　　　　・　　　　　　　，

　mucin分画よりは図76の如く9種類のAmino酸

即ちGlutamin酸が強陽性に，　Alanineを中等度陽

性に，Phenylalanine　Leucine　Methionine　Lysine

Glycine　Serine　Asparagin酸を弱陽性に夫4分離出

現定性した．遊離Amino酸分画よりは図77の如く5

種類のAmino酸即ち，　Phenylalanine　Valine　Alanine

Glycine　Glutamin酸を全部弱陽性に夫々分離出現定

性した．

　（5）39歳　男子　右膝関節ロイマチス

　2年前に遠足に行って来てより右手関節と右膝関節

の腫脹と疾痛が起って症状は一進一退して完治しな

い．右膝関節腫脹と運動動作不円滑，右膝蓋骨跳動を

認める．赤血球沈降速度は1時間値88mm，2時間値

111mmを示すこの膝関節液よりのalbumin－910bulin

分画よりは図78の如く三4種類のAmino酸即ち，

Glutamin酸が最強度に出現し，次いでLysine　Ala・

nille　が強i場性に　　Phenylalanine　Leucine　Valine

Glycine　Serine　Asparagin酸が二等度陽性に，　Proline

Alginine　Tyrosine　Threonine　Cystineが弱陽性に夫

4分離出現し定性した．

　mucin分画よりは図79の如く9種類のAmino酸

即ちGlutamin酸が強度陽性に次いでAlanineが中

等度陽性にPhenylalanine　Leucine　Methionine　Ly・

sine　Glycine　Serine　Asparagin酸が三度陽性に夫々

分離出現定性した．遊離Amino酸分画よりは図80の

如く5種類のAmino酸即ちPhenylalanine　Valine

Alanine　Glycine　Glutamin酸をすべて弱度陽性に夫

々分離出現定性した．同一患者の第一回穿刺より38日

目に第二回の関節液穿刺を行う，その間イルガピリン

2cc　10回筋肉注射，アミピロ20grを1日量として21

日間内服するも，症状軽減せず，赤血球沈降速度も1

時間値80mm　2時間値107mmを示す．第二回穿刺

関節液の遊離Amino酸分画より図81の如く5種類の

Amino酸即ちGlycineとGlutamin酸が中等度陽性

にPhenylalanine　Valine　Alanineが弱陽性に夫々分
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離出現定性した．

　（6｝42歳　女子　左膝関節ロイマチス

　1週間前より原因なく左膝関節痛あり，漸次言言が

増加した．左膝関節腫脹し，軽い局所熱感あり，膝蓋

骨跳動を強く認めるが，膝関節運動は比較的良好であ

る．赤血球沈降速度は1時間値56mm，2時間値78mm

である．この関節液の遊離Amino酸分画より図82の

如く4種類のAmino酸即ちGlutamin酸が中等度：

に，Valine　Alanine　Glycineが弱陽性に夫々分離出

現定性した．

　膝関節ロイマチスの関節液Amino酸の出現強度は

中等度陽性に，Lysine　Asparagin酸Glycine　Leucille

Phenylalanine　Serine　Methionineを各ン々弱陽性に認

め，Argilline　Histidine　Valine　Proline　Threonine

Cystine　Tyrosineは認められなかった．今この出現

程度を平均して示せば表9のmucin分画の部の如く

である．

　遊離Amino酸分画よりは10例の平均において，全

部で5種類のAmino酸を認めたが，　Glutamin酸は

4例において中等度陽性に6例において弱度陽性に

Alanine　Glycineは2例において中等度陽性に，8例

において弱陽性，Valineは全例に弱陽性に認め，

略ヒ同様であった．そのalbumin－globulin分画より

は5例の材料より，全く同一の成績を得た．即ち全例

においてGlutamin酸は：最強度に陽性，　Lysineと

Alanineが強度陽性，　Asparagin酸Glycin　Valine

Leucine　Phenylalanine　Serineは中等度陽性にArgi・

nine　Prolia　Thfeoni豆e　Cystine　Tyrosineは弱陽性に

認められ，HistidineとMethionineは全例に認めら

れなかった．今この出現程度を平均して示せば表9の

Albumin－globulin分画の部の如くである．

　mucin分画よりは5例においてすべて同一の成績

を得た，即ちGlutamin酸が強度陽性に，　Alani獄eが

Phenylalanineは7例に弱陽性に認め3例には認めら

れなかった．他のAmino酸も認める事が出来なかっ

た，今この出現程度を平均して示せば表9の遊離

Ainino酸分画の部の如くである．

W．総括並びに考案

　Paper　Chromatographyにより関節液をAmino酸

にまで分解すべく，20％HCIを加えて煮沸して得ら

れるものは粘調にして生ゴム様物質であって，上昇式

展開法を適用するには不適当であった．

　即ち上記粘調凝固物をそのままPaper　Chromato・

9faphy上昇式一次元法により展開し：Ninhydfin発色

法を試みたが殆んど発色を見なかった．関節液に塩酸

を加えて生ずる上記高調物質はmucinの作用による

ものと考えられる．血清に塩酸を加えてもかかる粘調

凝固物を得られないのは，血清中にはmucinを含む

ことがないためと考えられる．

　次いで私はmllcinを分解する目的で蛋白分解酵素

であるTrアp『iρ一を関師濠に加え，24時間静置するこ

とにより，関節液ば凝固することなく且つ粘調度を失

うことを知ったので，このものをPapef　Chfomato・

graphy上昇一次元法により展開し，　Ninhydfinによ

る発色法を試みた所陽性成績を得ることが出来た．し

かし赤松3）によれば，．結晶TfypsinはPepsinと同

様に，殆んどすべての蛋白質を分解するが，その分解

程度は，Pepsin．に略ヒ等しいか或いは梢ヒ小ででる．

即ち蛋白質をAlbumose，　Peptonに迄分解するが，

個々のAmino酸を生じないと述べ，私のTrypsin

で分解した関節液も完全にAmino酸迄に分解されて

いないものの含まれている可能性のあることが知られ

る．

　Bodansky　8）によれば関節液中のmucin含量は，

0．55gr／dlから1．10gr／dlに亘り，平均。．85gr／d1

といい，Cajafe　Pemberton　12）の表によれば平均値，

0．55gr／d1と述べ，　Fofknechtの表によれば平均値

1．95gr／d1と述べている．　Chefry＆Ghormely　13）は

関節液膜の間層細胞中の高度のmucinが含まれてい

ることを見出し，この細胞が関節液中に含まれる

muc加の源泉であろうと推測している．赤松3）によ

れば，糖蛋白体（Glucoproteid）は糖質を配合籏とし

粘調な水溶液を作り，その二三酸により沈澱するもの

を粘素（mucin）とし，然らざるものを類粘素（mucoid）

としている．H：oppe－Seyler　31》によれば1～2％酷酸

を加えて沈澱するものをmucinとしている。須藤51）

は唾液申の粘素を見るに，唾液に酷酸を加えることに

より，mucinは混濁析出し，　albumin－globulin等の

蛋白体はこの処理によりて沈澱せられることなしと述

べている．私は関節液からmucinのみを分離する目

的を以て1％酷酸を用いて沈澱濾過する方法を採用し

た．しかし確実なmucinの定義なるものの決定はな
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’く，又，化学的に純粋なmucinを得ることは困難と

されている．一般に関節液のmucinを対象とした論

文においては，1～2％酷酸を加えて沈澱したものを

mucinと総称し，実験成績を発表している者が多く

（M．W．　Ropes　5｛）von　Holst　66）D．　H．　K：ling　36）W

Bauer　5））私もこれらに準じてmucinなる名称を使

用した．即ち上記の方法でmucinを分離し濾液に10

倍半の80％alcoho1を加えてalbumin－globulinを分

離しその残液（Biuret反応を行うも陰性なる故蛋白

の除かれしことを確かむ3謳））との三者に分類して前二

者には塩酸加水分解を，後者は濃縮して夫4この三者

を試料として別々にPaper　Chromatographyを実施

し検索した．

　展開終了後の乾燥には27。C以下室温で充分風乾し

た．

　Phenolを用いて展開した場合は，60～105。C，5分

であってもある種のAmino酸は著明な分解を起すお

それがあるとされている．Paper　Chromatography　lこ

よる人体成分のAmino酸に関する研究は多く，本邦

では田中・沢泉63）は血清アルブミングロブリンの構

成Amino酸，石橋33）34）は入精液構成のAmino酸，

江島・田中・今井22）は精神病患者の脳脊髄液のAmino

酸，篠崎与7）は妊婦尿の，横溝・山内・小野70）は歯石

のAmino酸，守屋47）は歯牙象牙質のAmino酸組

成を研究発表した．外国においても，Pi11emer，

Hutchinso豆5。），　Cachin　Duflach　Befnard　lo）等は入の

SefumのAmino酸，　Nunez　Blass　Lecomte　48），

Boulauger　Biserte　g）等は入のPlasmaのAmino酸，

BickeF）Dent　Stepka　Steward　20）等は人尿のAmino

酸を，Gissel　Wewalka　52）は十二指腸液の遊離Amino

酸を，Bauer　Carruthers　Sentufia　6）は入耳垢のAmino

酸をPaper　Chromatographyにより検索した成績を

発表している．生物学会の分野においてもDe且t

Schilling　18）は犬の門脈と頸静脈血中のAmino酸，

Sanger　55）はインシュリンの，　Awapara　4）は鼠の組織

中の遊離Amino酸をL，i　Roberts　42）は蛙のオタマジ

ャクシの遊離Amino酸，　Raper　Shaw　51）はトンボの

蠕の血漿中の遊離Amino酸を夫々研究発表してい
る，．

　整形外科領域においても玉置62）が本法により，結

核性骨関節炎の膿漿蛋白　Amino酸，並びに遊i離

Amino酸に関する知見を発表している．私は正常関

節液及び病的関節液（変形性関節症，関節捻挫，関節

部粘液嚢腫，関節血腫，漿液性関節炎，関節ロイマチ

ス）のAmino酸分析を行ったが非感染性関節疾患関

節液に関する，Paper　ChromatographyによるAmino

酸分析の研究は他に未だその発表を見ていない．

　1）paper　Chromatographyによる各Amino酸の

出現強度

　Paper　Chfomatographyを行って，　Amino酸を発

色証明する際，ある一定の量以上が存在しないと発色

証明出来ない．その証明に必要なる最底の分量，即ち

最少検出量は，Amino酸の種類により異なる．例え

ば表10の如くGlutamin酸の最少検出量は0．1！ノ9

であり，Histidineの最少検出量は25，0「，μ9でる故，

両者がPaper　Chromatographyに同程度に発色証明

される時は，耳istidineがGlutamin酸の250倍の

量を必要とする訳である．故に今ある未知の試料を

Paper　Chfomatographyにて展開し，多数の発色があ

り，その個々の発色の強さの比例が直ちにそこに含ま

れているAmino酸の絶対量に比例しているとはいえ

ない．又光電比色計による定量も行われる’所である

が，その信用度は低いとされており，Paper　Chro・

matographyは極微量のAmino酸の定性には縞鯵せ

る機能を発揮するものであるが，定量には厳密さを欠

くものである．64）しかし同一検索方法が採用される場

合には同一物質については，その発色の’Circleの差

は含量に比例するとされる．25）23）私はPaper　Chro・

matographyにより発色出現した強さを肉眼的に見て

4段階に分け，発色の強かったものから順に，最：強度

陽性，強度陽性，中等度陽性，弱度陽性と区分した．

　2）albumin－globulin分画よりのAmino酸の証

明について

　正常膝関節の関節液のalbumin－globulin分画より

のAmino酸の出現強度は既に述べた如く，Glutamin

酸のみば最強度陽性であり，Lysine　Alanineは強度

陽性，Asparagin酸，　Glycine　Valine　Leucine　Serine

及びPhenylalanineは中等度陽性，　Afginine　Threo・

nine　Cystine　Tyrosineは弱度陽性の値を示し，　Pro・

1ineは2例のみ二度陽性であり他は陰性であった．

：Histidine及びMethionineは証明出来なかった．今

この強度で出現するものをalbumin－globulin分画よ

りのAmino酸の標準出現度（表3　albumin－910bulin

分画の部）とすれば，表4の変形性膝関節症，表5の膝

関節捻挫，表6の膝関節部粘液嚢腫，表8の漿液性膝

関節炎，表9の膝関節ロイマチスのalbumin－910bulin

分画よりのAmino酸出現強度を比較するに，多少の

差はあるが，大体同じ傾向が認められる．ただ特異な
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点は表7に見る如く膝関節血腫のalbumin－globulin

より、のAmino酸の中には，　Histidineが弱陽性に認

められたことが特徴的である．これは血液が関節液に

混じたためと思われる．表11の如く山村の人血清アル

ブミングロブリン中にはHistidineが証明され著者の

正常関節液のalbumin－globulinよりはHis†idineが

証明されたのは興味深い．又，正常関節液のalbumin－

g10bUlin　rからも関節血腫のalbUmin－glObUlinから

も，Methionineは証明出来ず，　Taurineは山村の人

血清のglobulinからのみ証明されているが，本実験

では何れの分画からも証明出来なかった．

　3）mucin分画よりのAmino酸証明について

　正常膝関節液のmucin分画よりのAmino酸の出

現強度は既に述べた表3の如くGlutamin酸が強度陽

性にAlanineは中等度陽性に，　Lysine　Asparagin酸

Glycin、e　Valine　Leucine　Phenylalanine　Serineが弱

陽性に，Threonine　Cystine　Tyrosineは3例中1例

に弱酸性に認められ，Methionineは3例中2例に弱

陽性に認められ，他のAmino酸は認められなかっ

た．今この程度の出現をmucin分画よりのAmino

酸の標準出二度と見徹せば，表4は変形性膝関節症，

表5は膝関節捻挫，表6は膝関節部粘液嚢腫，表7は

1膝関節血腫，表8は漿液性膝関節炎，表9は膝関節ロ

イマチスのmucin分画よりのAmino酸の出現強度

を夫々示し，正常関節液のそれに比し　Threonine

Tyrosine　Cystineが全く証明されない他は大差ない．

この分画においては表11に見る如く特徴的な事実は，

関節液及び血清のalbumin－globulin中に証明されな

かったMethionineがmucin分画中の全例より検：出、

されたことでありそしてArginine　Histidine　Proline

が全例に証明されなかったことである．

　4）遊離Amino酸についての検討

　正常膝関節液の遊離Amino酸は既に述べた如く表

3の遊離Amino酸の部の如くAlanine　Valineカ∫中

等度陽性に，Phenylalanineが2例に中等度陽性に1

例に強陽性に，Glutamin酸が弱陽性に，　Glycineは

1例に弱陽性に2例に陰性，Tyrosineは2例に弱陽

性，1例に陰性であった．他のAmino酸はすべて陰

性であった．今この出現強度を遊離Amino酸の標準

出二度と見倣すと表4は変形性膝関節症，表5は膝関

節捻挫，表6は膝関節部粘液嚢腫，表8は漿液性膝関

節炎，表9は膝関節ロイマチスの遊離Amino酸の標

準出現度を夫々示し，正常の出現度と大差なく，同様

め出現強度を示しているが，表7の膝関節血腫の遊離

Amino酸の出現強度は他の関節液に比して極めて高

くGlutamin酸，　Alanineは中等度：陽性にGlycine

Alanille　Valine　Phenylalani皿e　Arginine　Lysine

Leucine　Threolline　Cystineは弱陽性にTyrosineは

1例に弱陽性に証明され，他の1例には認めなかっ

た．関節血腫ではその種類も多く11種類のAmino酸

の出現を見ている．即ちLysine　Leucine　Threonine

Cystine　Arginineは関節血腫には証明されるにかか

わらず他の症例には証明されていない．Seri皿e　As・

Paragin酸Proline　Methionineはいずれにも証明さ

れていない．これは血液の混じたため，血清中に含ま

れた遊離Amino酸が出現して来たものと思われる

が，Bodansky　8），　Cajcri　11），三木氏46）によれば関節

液は単に血管からの漏出液と考えられているが，遊離

Amino酸が，血液の混じた場合に多く，純粋な関節

液の場合に少ないことを見るに，単に漏出のみとする

ことには俄に賛成出来難い．

　以上各種関節液中のAmino酸の種類，証明度につ

いて述べたが，疾病の如何にかかわらずその構成

Amino酸の種類含量は僅かに変動を示すが，甚だし

く高度に激変しない事実は生体組織の根源である

Amino酸から構成される体蛋白が甚だしく激変しな

いことを物語るものと信ぜられ，ことに表11の如く玉

置の骨関節結核膿漿蛋白の構成Amino酸でさえ私の

成績と著しく高度な変動を認めない事実からでもうか

がわれる．ただ遊離Amino酸については非感染性疾

患の関節液の間には二二が認められなかったが，血液

の混じている場合や，玉置の骨関節結核膿漿の遊離

Amillo酸の如く細菌の感染を受げた場合に・のみ変動

が認められるものと思われる．特に非感染性疾患の関

節液の遊離Amino酸の変動の少ないことは，ロイマ

チス患者において，治療前の関節液遊離Amino酸と

アミビロ，イルカピリン，Delta　Cortril等服用させ

た後一定期間を置いて検索した関節液の遊離Amino

酸においても著変は見られず》経時的に採取した3例

の遊離Amino酸分画中のAmino酸については，第

1例において治療39日後においてGlycine　Alanineは

梢ζ高度となり，PhenylalaniReは陰性となった．第

2例では治療の経過においてGlutamin酸が高度に出

現しAlanineは一旦高度となり，第3回目には同程

度の出現度でありPhenylalanineは陰性となった．

第5例ではGlutamin酸及びGlycineは高度となり

Serineは陰性となった．その他のAmino酸には変動

はない．即ち関節ロイマチスについては少数例である

【105】



468 志 羽

が，治療により好転した例では，Glutamin酸Glyc加e

Alanineが高度に証明される傾向にあり，　Phenyla－

1anineは証明される程度が低下する傾向が見られ，

Valineは変動を見ない．

　5）検査全症例における各個のAmiuo酸出現度

　（A）albumin－globulin分画中のAmino酸の出

現程度

　検査された全症例の関節液中albumiローglobuli麓分

画中のAmino酸出現程度は表12の如くGlutamin酸

において最も強く以下　Lysine　Ala孤ine　Glycine

Valine　Leucine　Phenylalanille　Serine　Asparagia酸

Ar奮inine　Threonine　Cystine　Tyrosine　Prolille　Histi・

dineの順で，　Methionineは証明せらなない．

　（B）mucin分画中のAmino酸出現程度

　各症例を綜合した成績では，Glutamin酸において

最も高く，次いでAlanine　Phenylalaniロe　Sefine　Ly・

sine　Asparagin酸Glycine　Leucine　Methionine

Valine　Threonine　Cystine　Tyrosineの順に出現し，

Arginine　Histidine　Prolineは何れにも証明されな

い．（表13）．

　（C）遊離Amino酸分画中のAmin。酸の出現程度

　各疾患を綜合すればAlaniηeにおいて最：も高度に，

以下Glutamin酸　Valine　Phenylalanine　Glycine

Tyrosine　Lysine　Leucine　Thfeonine　Cystine　Argi－

nineの順で，　Serine　Asparagin酸Proline　Histidine

Methionineは証明されない．（表14）

　6）各疾患における，各個のAmino酸の出現度の

比較

　（A）Glutamin酸では膝関節血腫において最も高

度である．次いで正常膝関節，変形性膝関節症，膝関

節部粘液嚢腫，漿液性膝関節炎，膝関節ロイマチスに

おいて同程度に出現し，膝関節捻挫においてその程度

は梢ヒ劣る。（表15）

　（B）Alanineでは，膝関節血腫に最も高度で続い

て正常膝関節，変形性膝関節症，以下漿液性膝関節

炎，膝関節捻挫及び膝関節ロイマチスの順であり，膝

関節部粘液嚢腫に最も低い．（表16）

　（C）Phenylalanineにおいては，正常膝関節にお

いて最も高く，次いで漿液性膝関節炎に高く，以下変

形性膝関節症，膝関節捻挫，膝関節部粘液嚢腫，関節

ロイマチスには同一の成績にて出現する，（表17）

　（D）　Valineにおいては正常膝関節と膝関節部粘

液嚢腫が高く，次いで膝関節捻挫に高く以下．変形性

膝関節症，膝関節血腫，漿液性膝関節炎が同一の出現

程度を示し，膝関節ロイマチスの‘mu伽分画の中に

は認められず従って綜合的には最も低い値を示した．

（表18）

　（E）Glycine．変形性膝関節症，膝関節捻挫，膝関

節粘液嚢腫，膝関節血腫，漿液性膝関節炎，膝関節ロ

イマチスは皆同一の出現度を示し，正常膝関節のみが

一段低い値を示す．（表19）

　（F）Lycine．膝関節血腫に最も高く次いで正常膝

関節，変形性膝関節症，膝関節捻挫，膝関節部粘液嚢

腫，漿液性膝関節炎，膝関節ロイマチスは同一の成績

を示す．これは膝関節血腫の遊離Amino酸中に認め

られるが，他の関節液の遊離Amino二二には認めら

れぬためである．（表20）

　（G）Leucine．膝関節血腫に最も高く・次いで，正常

膝関節，変形性膝関節症，膝関節部粘液嚢腫，漿液性

膝関節炎，膝関節ロイマチスは同様の出現度を示し，

膝関節捻挫は最も少ない．Leucineも膝関節血腫以外

の遊離Amino酸には認められない．（表21）

　（H）Serine．正常膝関節が最も高く，次いで変形

性膝関節症，膝関節捻挫，膝関節粘液嚢腫，膝関節血

腫，漿液性膝関節炎，膝関節ロイマチスは皆同一の出

現程度を示す。Serineは何れの関節液中の遊離Amino

酸からも認められなかった．（表22）

　（1）Asparagin酸，正常膝関節，変形性膝関節

症，膝関節部粘液嚢腫，膝関節血腫，漿液性膝関節

炎，膝関節ロイマチスは共に同一の出現度を示し，次

いで膝関節捻挫のみが少しく低い．Asparagin酸もす『

べての関節液の遊離Amino二二には認められない．

（表23）

　（J）Tyrosine．正常膝晶晶に一番高く，次いで，

漿液性膝関節炎に高い．次いで変形性膝関節症，膝関

節捻挫，膝関節部粘液嚢腫，膝関節血腫，膝関節ロ

イマチスは同一の出現度を示し，正常膝関節には3

分画共に出現し，膝関節血腫，漿液性膝関節炎1とは

albumin－globulin分画と遊離Amino酸分画に出現す

るが，他はalbumin－910bulin分画のみにしか出現し

ない．（表24）

　（K）Thτeonine．膝関節血腫に最も高く，次いで

正常膝関節が高い．次いで変形性膝関節症，膝関節捻

挫，膝関節部粘液嚢腫，漿液性膝関節炎，膝関節ロイ

マチスは同一の成績を示している．

　Thfeonineは正常膝関節ではalbumin－globulin分

画中，及びmucin分画中に認め，膝関節血腫では

albumin－globulin分画中と遊離A田ino酸分画中に
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認められるが，他のものでは，a1励min－globulin分

画中にのみしか認められない．（表25）

　（：L）　Cystine．膝i関節血腫に最も高く，次いで正常

膝関節に高い．次いで変形性膝関節症，膝関節捻挫，

膝関節部粘液襲腫，漿液性膝関節炎，膝関節ロイマチ

スは同一の成績を示す．Cystineは膝関節血腫中では

albumin－globulin分画と遊離Amino酸分画中に，

正常膝関節ではalbu血in一暮10bulin分画とmudn分

画中に認められ，他のものではすべてalbロmin－glo・

bulin分画中のみにしか認められなかった．（表26）

　（M）Arginine．膝関節血腫の中に最も高く，次い

で，正常膝関節，変形性膝関節症，膝関節捻挫，膝関

節部粘液嚢腫，漿液性膝関節症，膝関節ロイマチスは

同一の出原程度であった．．

　Alginineは膝関節血腫において，albumin－globulin

分画と遊離Amino酸分画から出現し，他の疾患では

albumin－globulin分画のみから認める．（表27）

　（N）Prollne変形性膝関節症，膝関節捻挫，膝関

節部粘液嚢腫，膝関節血腫，漿液性膝疾患炎，膝関節

ロイマチスは同一程度を示し，次いで正常膝関節がこ

れに次ぐ，Prolineはすべての場合においてalbumin－

globuliu分画のみしか認められない．（表28）

　（0）Methionineは変形性膝関節症，膝関節捻挫，

膝関節粘液嚢腫，漿液性膝関節炎，膝関節ロイマチス

において向一程度に高く，次いで正常膝関節，次いで

膝関節血腫に認められる．Methiopineはすべての関

節液のmucin分画のみから認められる．（表29）

　（P）Histidi夏eは膝関節血腫のalbumin－globulin

分画中のみから認められたが，その他何れからも証明

出来なかった．（表30）

V．結

　1）正常膝関節液，変形性膝関節症関節液，膝関節

捻挫関節液，膝関節部粘液嚢腫内容液，膝関節血腫関

節液，漿液性膝関節炎関節液，膝関節ロイマチス関節

液を夫々albumin－globulin分画，　mucin分画，遊離i

Amino酸分画の3つに分け夫々よりAmino酸の分

離二二をPaper　Chromatographyで検索した成績を

発表した．

　2）正常膝i関節液のalbumin－globulin分画よりは，

Glutamin酸，　Alanille　Lysine　Asparagin酸，　Gly・

cine　Valine　Leucine　Phenylalanine　Serine　Arginine

Pfoline　Threonine　Cystino　Tyrosineの14種類，

mucin分画よりは，　Glutamin酸，　Alanine　Pheny・

Ialanine　Serine　Lysine　Asparagin　酸，　GlyciPe

Valine　Leucine　T：hreolline　Cystine　Methionine

Tyrosineの13種類，遊離Amino酸分画からGlu・

tamin酸，　Glycine　Alanine　Valine　Phenylalalline

Tyrosineの6種類を証明した．

　3）Glutamin酸，　Glycine　Alanine　Phenylalanine

は全症例の何れの分画においても証明された．

　4）膝関節血腫関節液のal馳min－globulin分画よ

りは他の何れにも認められないHistidineを証明され

た．遊離Amino酸分画よりは他の疾患の遊離Amino

語

酸分画よりも多くArginine　Lysine　Glutamin酸，

Glycine　Alanine　Valine　Leucine　Phenylalanine

Threonine　Cystine　Tyrosineの11種類を証明した．

これらは関節液に血液の混じたるために起つた現象と

思われる．

　5）Methioniロeは，全症例のmucin分画の中から

のみ認められ，他の秀画からは認められなかった．

　6）関節ロイマチスにおける関節液の遊離Amino

酸分画よりはGlutamin酸，　Glycine　Alanine　Valine

Phenylalanineめ5種類が証明されたが，治療によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　　　　　　　　　　　　　　　　づり治癒に近づくにつれて，Glutamin酸，　Glycme

Alan圭neが高度に証明される傾向があり，　Phenylala・

nineは証明する程度が低下し，　Valineは変動を見な

い．

　7）Tyrosineは正常関節液に証明され，その程度は

高いが，病的関節液では何れも低下の傾向が認められ

る．

　8）Histidineは膝関節血腫のalbumin－910bゼlin分

画の中からのみ検拙され，他の何れの部分からも検出

されなかった．
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表　2
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